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カ
小原天篇 先生

稲邑嘉裕 先生

同
窓
会
に
寄
せ
て

積
極
的
な
参
加
を

同

窓
会

長

三
代
川

幹

雄

会
長
を
お
引
受
け
し
て
早
や

一

年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
私
と
し
て
も

同
窓
会
の
運
営
に
当
り
皆
様
の
色

々
な
面
で
の
御
注
告
や
ら
御
意
見

を
た
ま
わ
り
会
の
運
営
に
努
力
し

て
居
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う

様
に
行
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

会
員
皆
様
方
の
御
期
待
に
そ
え
る

様

一
生
懸
命
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
早
く
地
区
の

支
部
結
成
が
望
ま
れ
ま
す
。
前
校

長
先
生
の
御
尽
力
で
校
内
の
設
備

は
充
分
に
整

っ
た
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
他
校
に
負
け
な
い
設
備
に

し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
生
徒
諸
君

は
毎
日
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
は
げ

ん
で
お
り
ま
す
。
本
当
に
心
強
く

思

っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
と
し

て
学
校
側
に
微
力
で
有
り
ま
す
が
、

何
か
と
協
力
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
居
る
の
は
私

一
人
と
は
思

っ

現
　
千
葉
県

船
橋
地
区
保
護
司

て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
も
多
忙

の
事
と
思
い
ま
す
が
、
後
輩
の
為

に
な
お

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
本
年
新
校
長
先
生
を

迎
え
船
橋
高
校
も
前
途
洋
々
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
す
る
事

は
目
に
見
え
て
お
り
、
心
強
い
か

ぎ
り
で
御
座
居
ま
す
。
同
窓
会
も

今
後
の
課
題
と
し
て
横
の
連
絡
は

あ
る
程
度
出
来
て
居
る
様
で
す
か

ら
、
縦
の
連
絡
網
を
密
に
し
て
同

窓
会
を
以
前
以
上
に
盛
り
立
て
て

行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
会
員
の
皆
様
方
の
同
窓

会

へ
の
理
解
を
深
め
て
行
く
の
が

重
要
な
事
と
思
い
ま
す
。
今
後
同

窓
会
の
会
合
が
御
座
居
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
万
障
繰
り
あ
わ
せ
て
御
出

席
く
だ
さ
い
ま
す
様
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
て
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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七
十
周
年
記
念
事
業
終
わ
る

懐
古
園

・
七
十
年
史

遂
に
完
成

七
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
、
そ
の
完
成
が
待
た
れ
て
い
た

「
懐
占
園
」
と
、
記
念
誌

「
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
七
十
年
史
」
が
と
も
に

今
春
完
成
し
、
同
窓
会
員
諸
氏
の
目
に
触
れ
得
る
こ
と
と
な

っ
た
。

七
十
周
年
記
念
事
　
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
が
、
記

業
の
内
、
同
窓
会
名
　
念
誌
は
昨
秋
十

一
月
、
懐
古
園
も

簿
は
同
窓
会
独
自
の
　
今
春
二
月
に
完
成
し
、
こ
こ
に
記

事
業
と
し
て
平
成
二
　
念
事
業
は
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

年
度
末
に
刊
行
さ
れ
、　
　
記
念
誌
に
つ
い
て
は
こ
の
紙
面

記
念
誌
発
行
と
懐
古
　
に
紹
介
し
た
通
り
、
希
望
者
に
実

園
が
次
年
度
以
降

へ
　
費
で
分
け
て
い
る
。

と
残
さ
れ
た
。
会
員
　
　
懐
古
園
は
、
旧
正
門
周
辺
の
整

諸
氏
か
ら
も
そ
の
完
　
備

・
緑
化
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た

念
し
て
設
置
さ
れ
た
創
立
七
十
周

年
記
念
碑

『
専
心
研
学
』
の
他
に
、

昭
和
二
十
四
年
二
月
の
卒
業
生
が

県
立
中
学
最
後
の
卒
業
を
記
念
し

て
建
て
た

『
中
学
碑
』
等
が
あ
り

ま
す
。

な
に
か
の
機
会
に
母
校
を
訪
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

こ
の
〃
懐
古
園

〃
に
も
足
を
運
ん

で
み
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
七
十
年
の
伝
統
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て

日
夜
頑
張

っ
て
い
る
後
輩
の
在
校

生
諸
君
に
、
今
後
の
母
校
の
益
々

の
発
展
を
期
待
す
る
エ
ー
ル
を
送

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

〓

幅

リ

ー
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も
の
で
あ
る
。
母
校
定
時
制
の
村

山
元
信
教
諭
の
筆
に
よ
る

「
専
心

研
学
」
の
碑
と

「
中
学
碑
」
を
囲

む
よ
う
に
、
伽
羅
や
椿
、
山
茶
花
、

馬
酔
木
、
柘
植
玉
な
ど
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
々
は
、

ゞイ

七
十
周
年
を
記
念
し
て
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も

の
や
校
内
に
以
前

か
ら
あ

っ
た
も

の
を
移
植
し
た
も

の
で
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、

あ
た
た
か
み
の
あ
る
小
園
と
成

っ

て
い
る
。

同

懐古園にて

(前 三橋校長

と三代川同

窓会長)

記 念 誌 販 売 の 案 内

この紙面で紹介 している本

撃麗倉輩」重〒号者撃囃房万1

た実費そおら∫ししそ鳥びます。‖
購入を希望される方は,下 ‖

記要領でお申し込み下さい。 ‖
言己

申込先

小石 税 (事務局長 )

TEL   0474-22-8835
RヽK   0474-34-8818

矢野嘉朗 (事務局次長 )
′lLL   0474-22-1925
RへX  0474-24-5269

費 用  4000円
なお,お送 りす る場合 ,送

料 として 1000円 弱 かか りま

すので,御了承下 さい。

窓 会 総 会

関 連 記 事 は 4.5面

懐
古
園
に

『専
心
研
学
』
の
碑

副
会
長

創
立
七
Ｃ
周
年
記
念
事
業
の

一

環
と
し
て
、
懐
古
園
の
設
置
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
他
の

記
念
事
業
や
そ
の
後
行
な
わ
れ
た

校
舎
の
改
修
工
事
等
の
関
係
で
、

延
び
延
び
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
二
月
二
十
五
日
め
で
た

く
そ
の
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
出

斎

藤

和

夫

来
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
、
校
庭
の
北
西
旧

校
門
の
近
く
の

一
角
で
、
緑
の
少

な
い
本
校
校
庭
の
中
で
は
、
比
較

的
大
き
い
樹
木
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

暑
い
季
節
に
は
緑
蔭
の
下
で
冥
想

に
ふ
け
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

懐
古
園
に
は
、
そ
の
竣
工
を
記

==========」
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ヽ

い
が
、
そ
れ
も
転
勤
で
不
可
能
に
　
並
び
に
指
導
部
教
官
二
名
、
但
し
　
葉
軍
政
部
の
指
導
が
あ
っ
た
こ
と

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
指
導
部
教
官
は
顧
間
と
し
て
指
導
　
に
な
る
。
千
葉
軍
政
部
の
文
書
を

こ
れ
は

『
千
葉
県
教
育
史
第
五
　
を
な
し
た
。
尚
、
数
次
に
互

っ
て
　
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
い

『
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
七
　
　
こ
の
史
料
は

『
昭
和
二
十
四
年
　
巻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、　
一
　

来
校
さ
れ
た
千
葉
軍
政
部
ブ
ラ
ウ
　
ま
そ
れ
を
解
読
し
よ
う
と
し
て
い

十
年
史
』
買
昭
和
二
十
四
年
六
月
　
度
参
考
書
類
綴
』
と
い
う
表
題
の
　
九
四
九
年
四
月
の
生
徒
会
発
足
の
　
ン
氏
よ
り
も
多
少
の
教
示
を
受
け
　
る
が
、
関
連
す
る
事
実
が
判
明
す

一
日
現
在
）
千
葉
県
立
船
橋
高
等
　
綴
文
書
に
あ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
　
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

「
Ｈ
結
成
　
た
。
４
　
原
案
可
決

（第

一
回
総
　
る
か
も
知
れ
な
い
。

学
校
生
徒
会
状
況
」
に
つ
い
て
は
　
る
が
、
教
務
室

ロ
ッ
カ
ー
内
を
点
　
に
至
る
ま
で
の
経
過
」
で
は

「
上
　
〈
０
　

原
案
に
つ
い
て
は
相
当
議
　
　
「
国
生
徒
会
設
置
の
目
的
」
に

枚
数
制
限
な
ど
の
関
係
で
詳
細
に
　
検
し
た
時
に
は
な
く
、
前
後
の
関
　
千
葉
軍
政
部
民
間
教
育
部
提
供
の
　
塾硼
が
闘
わ
さ
れ
た
が
結
局
賛
成
四
　
は

「
会
則
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て

の
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
　

係
文
書
も
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
生
徒
会
』
の
共
　
四
七
、
反
対
七
、
態
度
保
留

（
一
　

い
る
様
に

『
理
想
的
民
主
主
義
社

い
ま
、
そ
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
　
で
い
る
。
も
う

一
度
校
内
の
主
な
　
同
研
究
。
…
…
＆
　
原
案
起
草
委
　
部
修
正
を
条
件
と
し
て
）
五
五
で
　
会
の
成
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
品

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
を
さ
が
さ
な
い
と
な
ら
な
　
員
会
設
置
、
各
学
年
代
表

一
名
宛
、
可
決
さ
れ
た
」
。

『
五
十
年
誌
』

性
及
び
技
能
を
涵
養
す
る
た
め
各

寄
り
下
さ
い
。
そ
し

の
座
談
内
　
種
の
活
動
を
行
』
は
せ
る
。
活
動

容
で
は
Ｇ
　
に
於
て
は
他
か
ら
強
圧
さ
れ
な
い

Ｈ
Ｑ
千
葉
　
で
も
自
律
的
に
行
動
し
、
自
己
の

軍
政
部
は
　
為
し
得
る
行
為
の
限
界
を
識
ら
せ
、

船
高
を
六
　
社
会
の
た
め
に
何
か
の
役
に
立

つ

。
〓
丁

〓
一　
こ
と
を
学
び
取
ら
せ
よ
う
と
す
る

制
教
育
の
　
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
文
言

モ
デ
ル
と
　
は
戦
後
民
主
主
義
の
揺
笙
期
を
反

す
る
意
向
　
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ

「
国

が
あ

っ
た
　
生
徒
会
活
動
の
範
囲
」
に
は

「
自

が
、
当
時
　
律
的
に
行
動
す
る
と
云

っ
て
も
学

の
山
口
久
　
校
の
凡
て
の
事
項
を
支
配
す
る
権

太
校
長
　
　
利
を
生
徒
会
が
持

つ
わ
け
で
は
な

（故
人
）
　

い
。
生
徒
会
の
如
何
な
る
活
動
も
、

は
こ
れ
を
　
原
則
と
し
て
は
学
校
長
よ
り
委
任

こ
と
わ

っ
　
さ
れ
た
…
…
許
さ
れ
た
権
限
の
範

た
と
あ
る
。
囲
内
で
行
う
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、

大
筋
で
は
　
傍
点
の
文
書
の
よ
う
に
、
自
治
的

そ
の
通
り
　
活
動
は
京
本
的
人
権
の

一
環
で
あ

な
の
で
あ
　
り
、
学
校

（長
）
と
い
え
ど
も
制

る
が
、
こ
　
限
で
き
ぬ
も
の
が
あ
る
と
の
認
識

の
史
料
か
　
が
な
く
、
民
主
主
義
の
理
解
は
深

ら
は
そ
れ
　
化
し
て
い
な
い
而
も
み
ら
れ
る
。

な
り
に
千

て
校
内
を
ゆ

っ
く
り

¨

寒
さ
も

一
段
と
増
し
て
ま
い
　
在
校
生
諸
君
は
、
こ
の
良
き
教
育

り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
、
益
　
環
境
の
下
で
、
充
実
し
た
学
校
生

々
ご
健
勝
に
て
ご
清
栄
の
こ
と
　
活
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

と
、
拝
察
中
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
本
校
を
巣
立

っ
た
諸
兄
姉
は
、

平
成
五
年
二
月
で
、
一
八
、

さ
て
、
こ
の
機
会
に
校

Б

　
　
　
内
の
様
子
を
少
し
お
知
ら

良

　
　
　
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
一　
　
　
　
施
設

。
設
備
の
面
に
つ

」瞑
　
　
　
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
南

帳̈一　　　向一̈
向卿］〕書叫時

同
窓
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
　
一
一階
造
り
）
と
、
プ
ー
ル
脇
の
テ

母
校
発
展
の
た
め
、
種
々
ご
尽
　
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
等
に
着
手
し
、

力
を
賜
わ
り
、
こ
こ
に
深
く
感

平
成
六
年
二
月
末
に
は
完
成
す
る

謝
い
た
し
ま
す
。
お
か
げ
様
で
　
予
定
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
習
面
で
す
が
、
来
年

度
の

一
年
生
よ
り
、
教
育
課
程
が

変
わ
り
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す

る
教
育
課
程
の
編
成
が
多
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の

一
つ
と
し
て
、
男
子
に
も
家
庭

科
が
必
修
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
本
校
で
は
、
二

年
、
三
年
次
で
学
習
す
る
よ
う
に

編
成
し
、
そ
の
準
備
に
取
り
か
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
は
、
情
報
化
、
国
際

化
の
進
展
等
、
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
私
達
職
員

一
同
、
生
徒

の
個
性
を
生
か
し
、
生
き
生
き
と

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
精
い

っ
ぱ
い
尽
力
し
、
よ
り
発
展
に
向

け
て
努
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。

同
窓
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
総

会

（例
年
八
月
第

一
日
曜
日
）
の

時
な
ど
に
、
ぜ
ひ
母
校

へ
お
立
ち

着任の御挨拶

ご
覧

に
な
ら
れ
て
、

お
気
づ
き

の
点
を
中

し
述

べ
て
い
た
だ
け

ま
す
な
ら
ば
、
大
変

あ
り
が
た

い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
御
指
導
、

御
鞭
撻

の
ほ
ど
、
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方

の
益

々
の

御
活
躍
と
御
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
し
、

私

の
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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〔
一
〕
役
員
会
に
つ
い
て

第

一
回
常
任
委
員
会六

月
二
十
八
日

議
題
①
平
成
四
年
度
会
計
決
算

②
平
成
五
年
度
会
計
予
算
案

③
平
成
五
年
度
事
務
局
体
制

④
創
立
七
十
周
年
記
念
誌

（校
史
）
の
取
扱
い

第
二
回
常
任
委
員
会

・
幹
事
会

七
月
二
十
四
日

議
題
①
平
成
四
年
度
会
計
決
算

②
平
成
五
年
度
会
計
予
算
案

①
七
十
周
年
記
念
誌
の
販
売

④
次
期
学
校
活
動
用
自
動
車

の
寄
贈
案

⑤
総
会
準
備

第

一
回
事
務
局
打
合
わ
せ
会

十
月
十
二
日

議
題
①
同
窓
会
だ
よ
り
の
発
行

②
新
春
の
集
い
実
施
計
画

〔
二
〕
総
会
及
び
会
計
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
同
窓
会
総
会
は
例

年
通
り
、
八
月
第

一
日
曜
日

（八

月

一
日
）
に
母
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
一
階
食
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
も
参
加
者
は
四

十
名
足
ら
ず
で
、
あ
ま
り
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
初

め
て
総
会
に
出
席
し
た
と
い
う
昭

和
四
十
八
年
卒
の
同
窓
生
数
名
や

先
の
衆
議
院
選
挙
で
当
選
さ
れ
た

日
本
新
党
の
野
田
佳
彦
議
員

（昭

和
五
十

一
年
卒
）
な
ど
、
例
年
に

な
い
顔
ぶ
れ
で
総
会
は
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
総
会
出
席
者
の
中
で
昭

和
二
十
年
卒
の
加
藤
吉
昭
氏
か
ら

は

一
般
質
問
の
際
、
伝
統
あ
る
県

立
船
橋
高
校
の
同
窓
会
活
動
を
も

っ
と
活
発
化
さ
せ
て
ほ
し
い
、
そ

の
た
め
に
は
自
分
も
何
ら
か
の
形

で
貢
献
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
役
員
も

大
い
に
励
ま
さ
れ
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。

以
下
、
総
会
の
内
容
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

（
一
）
平
成
四
年
度
事
業
報
告

本
校
同
窓
会
の
恒
例
行
事
と
な

り
ま
し
た

「
新
春
の
集
い
」
も
昨

年
度
で
第
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。

本
会
は
卒
業
学
年
の
枠
を
越
え
た

同
窓
生
の
交
流
の
場
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
、
例
年
二
月
十

一
日
の
建

国
記
念
の
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
船
橋
の
東
魁
楼
本
店

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
事

前
に
案
内
状
を

つ
く
ら
ず
、
前
同

窓
会
だ
よ
り
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス

の
中
だ
け
で
の
紹
介
で
あ

っ
た
た

め
、
そ
の
記
事
を
見
落
と
し
て
し

ま

っ
た
方
が
多
く
、
当
日
は
例
年

よ
り
少
な
い
七
十
名
ほ
ど
の
参
加

者
で
開
催
せ
ぎ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
次

回
開
催
の
際
に
は
同
窓
会
だ
よ
り

と
は
別
に
案
内
状
を
き
ち
ん
と
作

成
し
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

次
に
本
校
創
立
七
十
周
年
記
念

事
業
の

一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
旧
正
門
付
近
の

「
懐
古
園
」

が
昨
年
度
末
、
よ
う
や
く
完
成
し
、

二
月
二
十
五
日
に
そ
の
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
前
三
橋

校
長
、
杉
崎
教
頭
、
三
代
川
会
長
、

斎
藤
副
会
長
、
小
石
事
務
局
長
な

ら
び
に
同
窓
職
員
出
席
の
も
と
、

懐
古
園
中
の
石
碑
の
除
幕
式
か
ら

始
ま
り
、
記
念
撮
影
の
後
、
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス

一
階
食
堂
に
て
簡
単

な
祝
賀
会
を
催
し
ま
し
た
。

（懐
古
園
の
敷
地
は
予
算
の
関
係

で
当
初
の
計
画
よ
り
縮
小
せ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
古
き
船

橋
高
校
を
し
の
ば
せ
る
懐
か
し
い

場
所
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓

生
の
お
目
に
止
ま
れ
ば
と
思

っ
て

い
ま
す
。

（
二
）
平
成
四
年
度
同
窓
会

一
般

会
計

。
特
別
会
計
決
算

（表
１
、　
３
参
照
）

（三
）
平
成
五
年
度
同
窓
会

一
般

会
計

・
特
別
会
計
予
算
案

（表
２
、
４
参
照
）

（
四
）
平
成
五
年
度
事
業
計
画

本
校
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

表 1 平成 4年度一般会計決算書

収 入 の 部

予  算 決  算 増  減 備 考

1 繰 越 金 現   金 1,067,432 1,067,432 0

2 会   費 1,006,000 1,008,000
全 44b
iヨ  59

3 雑 収 入
利    息 5.030 △ 2.970

そ の 他

計 2,081,432 2,080,462 ∠ゝ 970

予  算 決  算 増  減 備 考

1 会 議 費
総   会 120,000 71,890 ∠ゝ 48,110

役 員 会 100000 81.400 △ 18.600

2 需 要 費

通 信 費 150,000 45,450 ∠ゝ 104.550

印 昴1 費 50,000 19,000 △ 31,000

消 耗 品 費 19.242 ∠ゝ 758 ワ ー フ ロ
,当 コF阜

人 件 費 20,000 △ 13,500 聡宏藝内

3 後 援 費

団体支出金 250000 195000 ∠ゝ 55,000

卒業記念費 120.000 98.280 △ 21,720

育 英 金 0 0 0

組織企画費 200000 10.000 ∠ゝ 190.000 ふヱス会

4 交 際 費
会    長 20,000 0 ∠ゝ 20,000

慶    弔 50.000 20.000 △ 30.000 送別金

5 事務局費 100,000 126,500 26.500 啓鯉別途

6 予 備 費 81.432 15450 △ 65,982 貸金庫代

7 一般会計債立金へ繰出 800,000 800,000 0 曇立金補

計 2081432 1.508712 △ 572720

収入 。支出差引残金 1  571,750   1 次年度へ繰り越し
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の

一
環
と
し
て
、
創
立
七
十
周
年

記
念
誌

（七
十
年
史
）
が
、
同
窓

生
で
本
校
の
旧
職
員

（現
在
、
市

立
習
志
野
高
校
）
で
あ

っ
た
小
川

信
雄
先
生
を
中
心
と
し
た
記
念
誌

編
集
委
員
会
に
よ
り
、
昨
年
よ
う

や
く
完
成
し
ま
し
た
。
記
念
誌
作

成
に
際
し
て
は
同
窓
会
か
ら
も
予

算
面
で
大
き
く
貢
献
し
、
完
成
し

た
記
念
誌
千
部
の
う
ち
、
五
百
部

を
同
窓
会
で
貰

い
受
け
、
広
く
同

窓
生

へ
販
売
、
配
布
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
販
売
方
法
に
つ
い

て
は
二
面
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

記
念
誌
の
内
容
は
本
校
の
歴
史
及

び
現
在
の
船
橋
高
校
を
知
る
う
え

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

一
冊
と

な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

次
に
昭
和
六
十
年
度
、
同
窓
会

か
ら
学
校

へ
寄
贈
し
た
自
動
車

（
マ
ツ
ダ
ボ
ン
ゴ
、

ワ
ゴ
ン
車
）

は
今
ま
で
部
活
動
や
学
校
行
事
の

際
、
機
材
運
搬
等
に
お
い
て
大
い

に
役
立

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
で
八
年
目
を
迎
え
、
自
動
車

自
体
も
か
な
り
老
朽
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
車
が

マ

ニ
ュ
ア
ル
車
で
あ

っ
た
た
め
、
利

用
者
側
か
ら
利
用
し
た
い
が
、
運

転
じ
づ
ら
い
と
の
声
も
聞
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
窓
会
と
し

て
は

一
般
会
計
積
立
金
の
約
二
五

〇
万
円

（表
５
参
照
）
を
次
期
自

動
車
購
入
の
た
め
の
資
金
に
あ
て
、

来
年
度
早
々
に
新
し
い
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
の
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
し
、

学
校

へ
寄
贈
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〔
三

〕
今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て

現
在
、
同
窓
会
だ
よ
り
発
行
の

た
め
の
資
金
は
創
立
七
十
周
年
記

念
事
業
の
際
、
多
く
の
同
窓
生
か

ら
協
力
い
た
だ
い
た
寄
付
金
の
残

金

（特
別
会
計
）
を
基
に
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
こ
の
資
金
が
な
く

な

っ
た
場
合
に
は
同
窓
会
だ
よ
り

を
発
行
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
同
窓
会
費

は
在
校
生
か
ら
の
終
身
会
費

一
人

三
千
円
だ
け
で
す
の
で
、
将
来
的

に
は
卒
業
生
か
ら
も
会
費
を
集
め

る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
会
費
制
会
員
に
つ
き
ま
し
て

表 2 平成 5年度一般会計予算案

収 入 の 部

は
現
在
検
討

中
で
す
が
、

同
窓
生

の
皆

さ
ん
に
も
考

え
て
い
た
だ

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

御
意
見

・

御
希
望
等
あ

り
ま
し
た
´ヽ

是
非
同
窓
会

事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
い

た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

表 3 特別会計

平成 4年度決算書

表 4 平成 5年度予算案

表 5 財 産 目 録

1

計

金腱立
一
積

2,547,384
次期学校寄贈自動
車資金

2 自動車一台 1,500,000
マツダボンゴLG
(60年式 )

3 ヮ ー プ ロ 195、 000 東芝ルポ
JW98UPI

合  計 4,242.384

本年度 前 年 度 増  減 備考

1 繰 越 金 現 金 571,750 1,067,432 △ 495682

2 会   費 ,014,000 1,006,000 8,000 全 442
常  6ヽ

3 雑 収 入
和l 息 5000 8,000 △ 3000

そ の 他

〈
口 計 1590,750 2,081,432 △ 490,682

本年度 前年度 増  減 備考

1 会 議 費
総 120,000 120,000 0

役 員 会 150,000 100,000 50000 理事

2 需 要 費

通 信 費 150,000 150,000 0

印 刷 費 100,000 50,000 前慶内印

消耗 品 費 20,000 0

人 件 費 20.000 20.000 0

3 後 援 費

団体支出金 300,000 250,000 50,000

卒業記念費 120,000 120,000 0

育 英 金 0 0

組織企画費 200,000 0
成
杵

助
合

部
を

4 交 際 費
会 長 20,000 0

慶 弔 50,000 50,000 0

5 事務局費 150,000 100,000 50,000 屠瞥局員

6 予 備 費 190750 81,432 109,318

」ヽ 1,590,750 1,281,432 309.318

7 一般会計積立金へ繰出 △ 800000 立金 楠

〈
□ 計 1,590,750 2,081,432 △ 490682

4年 4月 1日～5年 3月 3J日

①収入 1繰 越 金 6013.283

息 77.574

3雑収入 (名簿販売等) 23,500

合 計 6,114,357

②支出 1同窓会だより発行費 709.389

2記念事業基金 0

3予 備 費 0

4

合 計 709.389

差  引 5,404,96〔
々午由握繊

5年 4月 1日 ～6年 3月 31日

2記念誌代,名簿代売上金

1同窓会だより発行費

2記念誌編集委員会反省会補助

3次期記念事業基金
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平
成
五
年
二
月
の
時
点
で
、
本
校
同

窓
会
は

一
万
八
千
人
を
超
え
る
会
員
を

有
す
る
組
織
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
応
組
織
の
体
は
成
し
て
い
る
も
の
の

会
員
相
互
の
情
報
交
換
は
疎
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
有
機
的
に
活
動
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
各
界
で
様
々
な
活
躍
を
さ

れ
て
い
る
会
員
諸
氏
を
こ
こ
に
御
紹
介

し
、
七
〇
余
年
の
本
校
の
歴
史
の
中
で

輩
出
し
た
方
々
の
現
況
を
お
知
ら
せ
し

た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
母
校
の
存

在
が
再
認
識
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

（昭
和

二
十
八
年
卒
）
に
聞
く

林
　
昇
志

氏

克

己

の

汗

―

ホ
テ
ル
経
営
の
夢
を
実
現
―

こ
の
名
は
妹
さ
ん
の
名

紺
の
ス
ー
ツ
に
身
を

つ
つ
ん
だ
　
と
い
う
。

林
氏
は
物
静
か
な
温
和
な
紳
士
で
　
一則
か
ら
つ
け
た
と
の
こ
と
。
日
本

あ
る
。
そ
ん
な
風
貌
に
似
合
わ
ず
　
料
理
、
中
華
料
理
、
バ
ー
、
ク
ラ

高
校
時
代
に
は
、
陸
上
部
に
籍
を
　

７゙
…
‥
等
経
営
し
て
き
た
が
、
飲

置
き
な
が
ら
柔
道
部

へ
。
三
年
生
　
食
業
界
に
と
び
こ
ん
だ
時
か
ら
「
い

の
時
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
　
っ
か
、
必
ら
ず
大
き
な
ホ
テ
ル
を

躍
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で
は
　
建
て
よ
う
」
と
い
う
信
念
を
持

っ

な
く
、
入
学
時
に
は

「
特
待
生
」
　

て
い
た
。

と
い
う
、
文
武
合
わ
せ
も

っ
た
牡
　
　
四
〇
才
を
迎
え
る
頃

「
克
己
の

徒
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
苦
　
汗
」
を
か
こ
う
と
、
高
校
時
代
燃

学
生
に
は
購
売
部
を
利
用
し
て
収
　
焼
で
き
な
か

っ
た
陸
上
部

へ
思
い

入
を
得
る
の
を
許
さ
れ
て
い
た
の
　
を
馳
せ
て
、　
了
フ
ソ
ン
を
始
め
た
。

で
、
仕
入
れ
や
販
売
等
か
ら
経
営

　
一
九
九
二
年
河
口
湖

フ
ル
マ
ラ
ソ

手
腕
の
ノ
ウ
ハ
ゥ
に
至
る
ま
で
す
　
ン
で
五
十
五
才
以
上
の
部
で
往
年
の

で
に
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　

名
ラ
ン
ナ
ー

「
山
田
敬
蔵
」
の
記

卒
業
後
、
証
券
会
社
に
勤
め
た
　
録
を
も
破
る
タ
イ
ム
ニ
時
間
五
〇

が
す
ぐ
に
倒
産
。
西
千
葉
で
、
寿
　
分

一
五
秒
で
優
勝
し
た
。
今
日
、

司
屋
を
開
業
し
た
。

「
み
ど
り
」
　

私
が
の
ぞ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
手

わ が

榔 摺

帳
に
も
、
社
長
業
と
し
て
の
多
忙

な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
勿
論
の
こ
と
、

毎
日
の
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
量
が
克

明
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。

了
フ
ソ

ン
も
事
業
も
目
的
意
識
を
持
ち
、

途
中
で
投
げ
出
さ
な
い
こ
と
が
、

日
標
達
成
に
つ
な
が
る
と
教
え
て

く
だ
さ

っ
た
。

平
成
三
年
、
幕
張
新
都
心
に
長

年
の
夢
で
あ

っ
た

『
ホ
テ
ル
グ
リ

ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張
』
を
建
て

「
み

ど
り
」
グ
ル
ー
プ
の
集
大
成
を
成

し
と
げ
た
。
現
在
、
鮨

・
割
烹
「み

ど
り
」

。
柏
玉
姫
殿

。
千
葉
互
助

セ
ン
タ
ー
等
、
年
商

一
三
〇
億
円

の
売
上
げ
を
誇
る
グ
ル
ー
プ
の
総

帥
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
経
営
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず

新
規
事
業
も
着
々
と
進
ん
で
い
る

そ
う
だ
。

そ
ん
な
林
氏
に
も
、
障
害
や
苦

労
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

父
親
ゆ
ず
り
の
根
気
強
さ
と
情
熱

が
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
見
事
に
花

を
咲
か
せ
た
。

成
功

へ
の
道
は
、

『
勇
気
と
決

断
』
で
あ
る
と
林
氏
は
結
ん
だ
。

柔
か
な
面
差
し
の
中
に
、
少
年

の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
瞳
が
輝
い

て
い
る
の
を
見
た
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
中
に
も
、
気
品
の
あ
る
氏
の
経

営
す
る

「
ホ
テ
ル
」
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
氏
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

心
か
ら
の
も
て
な
し
を
受
け
、
初

冬
の
中
に
浮
か
び
上

っ
た
自
亜
の

ホ
テ
ル
を
後
に
し
た
。

林
　
昇
志

氏

略
歴

は
や
し

。
し
ょ
う
じ

昭
和
９
年

東
京
西
巣
鴨
に
生
れ
る
。

昭
和
２８
年
３
月

本
校
を
卒
業
。

鮨

・
割
烹

「
み
ど
り
」
を
創

業
。

昭
和
６２
年

グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
設
立
。

平
成
３
年

ホ
テ
ル

「
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー

幕
張
」
を
開
業
。

千
葉
市
優
秀
建
築
賞
を
受
賞

‐―

「
あ
さ
ひ

ふ
れ
ん
ど
千
葉
」
の

記
事
か
ら
抜
き
書
き

―

東
京
西
巣
鴨
生
ま
れ
。
小
学
校

五
年
で
千
葉

へ
疎
開
。
十
八
歳
で

西
千
葉
に
す
じ
屋
を
開
店
し
た
。

「
四
、
五
カ
月
で
自
分
も
握
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
板
前
の
給

料
が
払
え
な
い
の
で
独
力
で
経
営

し
ま
し
た
ピ

父
、
清
継
氏

（本
名
清
続
）
は

作
家
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
出

版
の

「
九
十
九
里
叛
乱
」
は
十
万

部
突
破
の
話
題
作
。

毎
朝
、
仕
入
れ
は
社
長
の
仕
事
。

「
戻
っ
て
か
ら
走
り
ま
す
ピ

手
帳
に
は
毎
月
走

っ
た
距
離
が
書

き
込
ん
で
あ
る
。

夢
は

「
第
二
第
二
の
ホ
テ
ル
展

開
で
す
。
そ
れ
と
三
時
間
を
切
る

記
録
を
長
く
続
け
た
い
で
す
ご 平成 5年 3月 の同記事の写真
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森
田
二
郎
氏

（昭
和
四
十
三
年
卒
）

谷
津
干
潟
を
守
る

船
橋
市
宮
本
生
ま
れ
の
森
田
氏

は
、
宮
本
小
学
校
、
宮
本
中
学
校

を
経
て
、
家
庭
の
事
情
で
日
立
製

作
所
習
志
野
工
場
技
能
者
養
成
所

を
卒
業
。
し
か
し
、
向
学
心
に
燃

え
る
氏
は
、
昭
和
三
九
年
に
本
校

定
時
制
に
入
学
し
、
昭
和
四
三
年

に
卒
業
、
そ
の
後
東
洋
大
学
文
学

部
英
米
文
学
科
に
進
学
。
大
学
で

心
満
た
さ
れ
ず
、
卒
業
を
日
前
に

控
え
た
四
年
生
の

一
月
に
退
学
し

て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
氏
が
、

谷
津
千
潟
と
の
関
わ
り
を
持

つ
よ

う
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
四
九
年

の
冬
の
あ
る
日
、
谷
津
千
潟
の
埋

め
立
て
を
取
り
あ
げ
た
新
聞
記
事

と
そ
の
中
の

一
枚
の
写
真
を
目
に

し
た
こ
と
が
契
機
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
氏
の
地
道
な
、
そ
し

て
孤
独
な
活
動
が
始
ま

っ
た
。
当

時
、
千
潟
は
東
京
湾
奥
部
に
あ
る

数
少
な
い
自
然
の
水
辺
と
し
て
残

っ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
古
タ
イ

ヤ
や

マ
ネ
キ
ン
の
足
、
箪
笥
、
冷

蔵
庫
、　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
更
に

は
野
菜
や
魚
の
く
ず
、
残
飯
な
ど

の
ご
み
捨

て
場
と
化
し
て

い
た
。

「
何
と
か
し
な
く
て
は

‥
」

新
聞
配
達
員
を
し
て
い

た
氏
は
、
人
の
目
を
気

に

し
な
が
ら
も
、
見
か
ね
て

朝
夕

の
配
達
後

に
谷
津
千

潟

の
ゴ
ミ
を
拾

い
始
め
た

が
、
周
囲
の
理
解
は
得
ら

れ
ず
、
種

々
の
請
願
も
谷

津
千
潟

の
埋
立

の
決
定
を

変
え
さ
せ
る

こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
。
昭
和
五
三
年

に
は
、
流
木
や
葦

で
あ
ず

ま
や
を
作
り
、
夜
中

で
も

ご
み
拾

い
を
し
野
鳥

の
繁

殖
観
察
も
行

っ
た
。
奇
異
の
日

で

氏

の
活
動
を
見

て
い
た
住
民
の
中

か
ら
協
力
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

そ
の
翌
年

で
あ
る
。

そ
の
協
力

の
輪
は
し
だ

い
に
広
が

り
、

『
谷
津
千
潟
愛
護
研
究
会
』

の
結
成
を
見
る
に
至

っ
た
。
昭
和

五
八
年
頃
か
ら
は
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
谷
津
千
潟
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
ま
で
な

っ
た
。

こ
の
ゴ
ミ

を
拾
い
続
け
る
地
道
な
努
力
が
認

め
ら
れ
、
吉
川
英
治
文
化
賞

（平

成
元
年
）
、
朝
日
森
林
文
化
賞

（同

年
）
を
受
賞
す
る
。

平
成
五
年
六
月
、
北
海
道
釧
路

市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
同
ラ
ム
サ

ー

ル
条
約
締
結
国
会
議

で
、
条

約
の
登
録
湿
地
に
認
定
さ
れ
、
重

要
な
自
然
環
境
保
護
地
と
し
て
国

際
的
に
認
知
さ
れ
た
。
氏
の
十
八

前
号
に
引
続
き
、
地
元
近
隣
で
活
躍

す
る
先
輩
同
窓
生
を
紹
介
し
ま
す
。

年
に
わ
た
る
地
道
な
清
掃
活
動
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
谷
津
千
潟
は

野
鳥
の
楽
園
と
し
て
甦
り
、
地
球

的
規
模
の
財
産
と
し
て
保
護
さ
れ

る
べ
き
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ご
み
拾
い
が
好
き
な
ん
で
す
」

と
い
う
氏
は
、
昭
和
五
九
年
に
転

職
し
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
し
な

が
ら
、
今
も
ご
み
を
拾
い
続
け
る
。

定時制創立50周 年で記念講演をする森 田氏

L氏十月予千

ガ ス株 式 会 社京 葉

人
物
住
来

ヽ

第
二
回

名氏 属所 卒業年

鈴 木 崇 司

東 野 俊 章

田 中 春 久

地 引 久 雄

今給黎 民 司

佐 藤 孝 次

黒 田 直 太

澤 井 研 二

向

向

社

部

社

社

部

室

出

出

　

業

　

　

　

施

Ｈ

田

支

　

支

支

　

実

備

備

　

営
　
　
　
給

樹梢安需川橋　嘲

目

日

新

新

浦

特

市

船

供

Ｂ

日召禾日3 4

日召禾日3 4

日召禾日3 5

日日本Π4 0

日召下口4 1

日召禾日4 2

日召禾日4 5

日召禾]5 6

船 橋 信 用 金 庫

名氏 属所 卒業年

正

三

勝

茂

俊

夫

三

豊

司

勝

存

雄

弘

　

　

　

伸

市

　

晟

　

　

輝

木

井

木

草

木

木

浅

石

谷

本

草

子

青

堀

青

植

青

鈴

湯

白

渋

松

植

金

事

事

理

理

勤

勤

常

常

6

6

7

7

7

8

9

0

4

5

5

7

日召千日2

日召禾日2

日召禾日2

日召禾日2

日召禾日2

日召不日2

日召不日2

断号不Π3

断∃禾日3

昭和 3

日召禾日3

日召不日3
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母校の現況 優
秀
な
大
学
進
学
実
績

船
高
の
進
路
事
情

進
路
指
導
部
長

　

＝綱

　
＃
刻
　
一邦

　
キ
（

② 主な大学の合格者数 (過去 3年間)

船
高
は
、
昭
和
四
十
年
代
以
来

進
学
校
と
し
て
の
道
を
歩
み
は
じ

め
て
き
た
。
現
在
で
は
、
生
徒
は

ほ
ぼ
全
員
大
学
進
学
希
望
で
あ
る
。

生
徒
が
目
標
と
す
る
大
学
は
、
国

立
大
学
で
は
、
東
大
、　
一
橋
大
、

東
工
大
等
で
あ
資

私
立
大
で
は
、
早

稲
田
、
慶
応
等
で

あ
る
。
い
づ
れ
も

超
難
関
校
で
あ
る
。

大
学
合
格
実
績

に
お
い
て
も
、
県

内
進
学
校
と
し
て
、

三
本
指
に
は
い
り
、

優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
。
入
学

し
て
く
る
生
徒
は

中
学
校
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生

徒
で
、
大
半
は
、
ま
じ
め
で
よ
く

勉
強
す
る
。
し
か
し
、
以
前
に
比

べ
れ
ば
、
秀
才
タ
イ
プ
の
生
徒
は

多
い
が
、
勉
強
ば
か
り
で
そ
の
他

の
こ
と
に
つ
い
て
、
元
気
の
な
い

生
徒
も
増
え
て
き
た
。

大
学
の
入
試
シ
ス
テ
ム
も
だ
い

ぶ
変
わ
り
、
国
立
Ｉ
期

・
Ⅱ
期
の

時
代
か
ら
、
共
通

一
次
テ
ス
ト
、

セ
ン
タ
ー
試
験
と
移
行
し
た
。
そ

の
間
、
受
験
す
る
と
き
の
偏
差
値

は
、
全
体
と
し
て
国
立
よ
り
も
私

立
大
が
上
が
り
、
私
立
優
勢
の
時

代
を
む
か
え
た
。
し
か
し
、
バ
ブ

ル
が
崩
壊
し
た
今
、
国
立
大
学
が

盛
り
返
し
て
き
て
い
る
。

最
近
の
進
学
状
況
に
つ
い
て
、

記
載
す
る
。

① 平成 4年度
卒業生

(進学率 46%)

回
日
Ⅲ
□

新
人
戦
結
果
報
告

ま
だ
大
会
継
続
中
の
部
も
あ
る
が
、
団
体
成
績
を
中

心
に
報
告
す
る
。
個
人
成
績
で
は
、
陸
上
競
技
、
新
体

操
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
そ
の
他
の
部
で
多
く
の

生
徒
が
県
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。

陸
上
競
技
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
駅
伝
　
県
大
会
出
場
　
　
　
　
男
子
県
大
会
出
場

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
　
　
　
　
水
泳
部

県
大
会
出
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
大
会
に
て
五
位

剣
道
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女
子
県
大
会
出
場
　
　
　
　
　
　
　
男
子
県
大
会
に
て
ベ
ス
ト
ー６

圃
目
固
　
定
演
の
御
案
内

ｏ
合
唱
部

‐‐

二
月
に
合
唱
部
、
七
月
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

―

新
制
高
校
発
足
と
同
時
に
創
部

の
歴
史
を
持

つ
、
伝
統
の
あ
る
部

活
動
で
あ
る
。
毎
春
、
花
の
季
節

を
控
え
て
素
晴
し
い
歌
声
を
船
橋

の
空
に
響
か
せ
て
い
る
。
現
在
、

二
五
名
の
部
員
が
定
演
に
向
け
て

猛
練
習
中
で
あ
る
。
曲
は

「
四
つ

の
優
し
き
歌
」
。
「
食
卓
の
歌
」
他

な
ど
の
予
定
。
早
春
の

一
夜
、
澄

ん
だ
声
に
耳
を
傾
け
て
は
如
何
。

卓
球
部

男
子
県
大
会
出
場

ソ
フ
ト
一百

一
ス
部

男
子
県
大
会
出
場

サ
ッ
カ
ー
部

県
大
会
出
場

日
時

場
所

入
場
料

平
成
六
年
二
月
十
二
日

午
後
六
時
半
開
演

船
橋
文
化
ホ
ー
ル

無
料

ｏ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

昭
和
四

一
年
器
楽
部
と
し
て
発

足
し
、
今
年
七
月
に
は
十
七
回
目

の
定
演
を
迎
え
た
。
今
回
は
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
の
交
響
曲
第

六
番

「
悲
愴
」
を
中
心
に

「
ジ
プ

シ
ー
男
爵
」
序
曲
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
本
格
的
な
演
奏
活
動
を
行

っ

て
お
り
、
東
船
橋
駅

コ
ン
コ
ー
ス

で
の
演
奏
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、

学
外
に
も
そ
の
実
力
の
ほ
ど
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。
来
年
度
の
定
演

は
次
の
通
り
予
定
し
て
い
る
。

平
成
六
年
七
月
十
五
日

市
川
文
化
会
館
に
て
無
料

進 路 生徒数

進

学

国公立大学 79

私立 大 学

短 期 大 学 2

準 大 学 0

専 門 学 校 1

」ヽ 計 206

就 職 0

そ の 他

計

事務局か らのお知 らせ

原稿を募集 しています。また,「わ

が同窓」 (67面 )に とり上げる方

も募集 しております。自薦 ,他薦を

問いませんので,是非御一報下さい。

クラス 。学年等で名簿を作成 した場

合には,人数の多少にかかわらず ,

一部を事務局まで御送付下さるよう

お願い致 します。

平成 2年発行の「同窓会名簿」の残

部がまだ少々あります。御希望の方

は校内事務局に御連絡下さい。

住所等変更がありましたら,校内事

務局宛に御連絡下さい。


